









































































場 所：富山県民会館 ３F ３０４号室
当番世話人：富山大学医学部 第三内科教授 杉山敏郎






















































































































































































































































































































行してきた。 今回全職種を対象に NST および栄
養管理実施加算についてアンケート調査を行い当院
の NST 活動の問題点について検討したので報告す
る。
【対象と方法】 昨年８月と本年３月の２回にわたり
全職種を対象に NST および栄養管理実施加算につ
いて１２項目のアンケート調査を行った。
【結果】 Ⅰ．NST について。①「患者様の治療を
行うにあたり栄養・食事療法に興味があります
か？」全体として約７割が栄養に興味を持っている
と回答した②「当院で NST 活動が行われているこ
とをご存知ですか？」昨年８月は知らないが１１％で
あったが，今年は７％にやや減少していた。
Ⅱ．入院時栄養計画書に関して。①「４月より栄養
管理実施加算および入院時栄養計画書の記載が全入
院患者を対象に施行されていることをご存知です
か？」昨年８月の時点では１５％が知らないと答えた
が，本年３月では１０％に減少していた。②実際に栄
養計画書を作成する立場である医師と看護師の計画
書の記載状況を見ると７割から８割が記載している
と回答した。職種別では，看護師の約７割が医師の
９割が計画書の記載に関わっていた。③「栄養管理
実施加算および入院時栄養計画書により，何か診療
（仕事）に役立ちましたか？」看護師で２３名医師で
５名が大いに役立っているあるいは少しは役立って
いると回答したが，ほとんどが役に立っていない・
わからないという回答であった。
【まとめ】 ①半年間に入院時栄養計画書の実施状況
に変化はなかった。②入院時栄養計画書が実際の診
療に結びついていない実態が明らかになった。今
後，職員および患者が効果を実感できるシステムの
構築を目指したい思う。
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